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指示がある ま で開いてはいけま せん。  

 

 

 

注 意 事 項 

 

１  答案用紙の「 氏名」 を必ず記入し てく ださ い。  

 

２  試験時間は、 午後１ 時３ ０ 分から 午後３ 時３ ０ 分までの２ 時間です。  

 

３  解答は、 必ず答案用紙（ マーク シート ） に記入し てく ださ い。  

 

４  各問題には、 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ の五つの答えがあり ま すから 、 一つを選び解答し てく

ださ い。  

 

５  記入は、 すべて HB の鉛筆又はシャ ープペンシルを使用し てく ださ い。  

  （ ボールペンやフリ ク ショ ンペンで記入する と 、 採点さ れま せん。 ）  

 

６  正解は、 一つですから 、 二つ以上ぬり つぶし たも のはその解答を無効と し ま す。  

 

７  解答を修正する 場合は、 「 消し ゴム」 であと が残ら ないよ う に消し てく ださ い。  

 
 

８  答案用紙を汚し たり 、 折り 曲げたり し ないでく ださ い。  

 

９  試験時間中に発言し てはいけま せん。 ま た、 用事がある と き は手を挙げてく ださ い。  

 

10 「 医薬品、 医療機器等の品質、 有効性及び安全性の確保等に関する 法律」 について、

問題文中では「 医薬品医療機器等法」 と 表記し ま す。  
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主な医薬品と その作用 

問６ １   

かぜ（ 感冒） 及びかぜ薬（ 総合感冒薬） に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合

せはど れか。  

 

ａ  冷気や乾燥、 アレ ルギーのよ う な非感染性の要因は、 かぜの原因と なら ない。  

ｂ  かぜ薬は、 ウ イ ルス の増殖を抑えたり 、 ウ イ ルス を 体内から 除去する も のである 。  

ｃ  かぜの約８ 割はウ イ ルス （ ラ イ ノ ウ イ ルス 、 コ ロ ナウ イ ルス 、 アデノ ウ イ ルス など ）

の感染が原因である 。  

ｄ  冬場に、 発熱や頭痛を伴っ て悪心・ 嘔
おう

吐や、 下痢等の消化器症状が現れた場合はかぜ

ではなく 、ウ イ ルス が消化器に感染し たこ と によ る ウ イ ルス 性胃腸炎である 場合が多い。 

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 正 

２  正 誤 正 誤 

３  誤 正 誤 誤 

４  誤 誤 誤 正 

５  誤 誤 正 正 

 

 

問６ ２   

かぜ（ 感冒） の症状の緩和に用いら れる 漢方処方製剤に関する 次の記述のう ち、 正し い

も のの組合せはど れか。  

 

ａ  麻
ま

黄湯
おう と う

は、 体力充実し て、 かぜのひき はじ めで、 寒気がし て発熱、 頭痛があり 、 咳
せき

が

出て身体のふし ぶし が痛く 汗が出ていないも のの感冒、 鼻かぜ、 気管支炎、 鼻づま り に

適すと さ れる 。  

ｂ  柴
さ い

胡
こ

桂
けい

枝
し

湯
と う

は、体力中等度で、と き に脇腹（ 腹） から みぞおちあたり にかけて苦し く 、

食欲不振や口の苦味があり 、 舌に白苔がつく も のの食欲不振、 吐き け、 胃炎、 胃痛、 胃

腸虚弱、 疲労感、 かぜの後期の諸症状に適すと さ れる 。  

ｃ  小
し ょ う

青
せい

竜
り ゅ う

湯
と う

は、 体力虚弱で、 汗が出る も ののかぜの初期に適すと さ れる 。  

ｄ  葛
かっ

根
こ ん

湯
と う

は、 体力中等度以上のも のの感冒の初期（ 汗を かいていないも の）、 鼻かぜ、 鼻

炎、 頭痛、 肩こ り 、 筋肉痛、 手や肩の痛みに適すと さ れる 。  

 

１ （ ａ 、 ｃ ）  ２ （ ａ 、 ｄ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問６ ３   

化学的に合成さ れた解熱鎮痛成分の作用に関する 次の記述について、（    ） の中に入

れる べき 字句の正し い組合せはど れか。  

 

 解熱に関し ては、 中枢神経系における プロ ス タ グラ ンジンの産生抑制作用のほか、 腎臓

における 水分の再吸収を 促し て循環血流量を（  ａ  ）、 発汗を 促進する 作用も 寄与し てい

る 。  

ま た、 末梢における プロ ス タ グラ ンジン の産生抑制は、 腎血流量を （  ｂ  ） ため、 腎

機能に障害がある と 、 その症状を悪化さ せる 可能性がある 。  

 プロ ス タ グラ ン ジンには胃酸分泌調節作用や胃腸粘膜保護作用も ある が、 こ れら の作用

が解熱鎮痛成分によ っ て 妨げら れる と 、 胃酸分泌が増加する と と も に胃壁の血流量が

（  ｃ  ）、 胃粘膜障害を 起こ し やすく なる 。  

 

ａ    ｂ       ｃ  

１  増し   増加さ せる  増加し て 

２  減ら し  増加さ せる  増加し て 

３  増し   減少さ せる  低下し て 

４  増し   減少さ せる  増加し て 

５  減ら し  減少さ せる  低下し て 

 

 

 

問６ ４   

解熱鎮痛薬の配合成分に関する 次の記述のう ち、 誤っ ている も のはど れか。  

 

１  メ ト カルバモールは、 消化器系の副作用と し て悪心（ 吐き け）・ 嘔
おう

吐、 食欲不振、 胃

部不快感が現れる こ と がある 。  

２  ブロ モバレ リ ル尿素、 アリ ルイ ソ プロ ピ ルアセチル尿素は、 いずれも 依存性がある 成

分である こ と に留意する 必要がある 。  

３  コ ンド ロ イ チン硫酸ナト リ ウ ムは、 関節痛や肩こ り 痛等の改善を 促す作用を 期待し て

他の解熱鎮痛成分と 組み合わせて配合さ れている 場合がある 。  

４  イ ソ プロ ピ ルアンチピ リ ンは、 解熱及び鎮痛の作用は比較的強いが、 抗炎症作用は弱

いため、 他の解熱鎮痛成分と 組み合わせて配合さ れる 。  

５  アセト アミ ノ フ ェ ンは、 末梢作用によ って解熱・ 鎮痛効果を も たら す。  
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問６ ５   

眠気防止薬の主な有効成分と し て配合さ れる カフ ェ イ ン に関する 次の記述の正誤につい

て、 正し い組合せはど れか。  

  

ａ  カフ ェ イ ンの作用と し て、 腎臓における ナト リ ウ ムイ オン （ 同時に水分） の再吸収抑

制があり 、 尿量の増加（ 利尿） を も たら す。  

ｂ  カフ ェ イ ンによ る 眠気や倦
けん

怠感を抑える 効果は一時的である ため、 連用に関する 注意

喚起はなさ れていない。  

ｃ  カフ ェ イ ンの血中濃度が最高血中濃度の半分に低減する のに要する 時間は、 通常の成

人が約３ ． ５ 時間である のに対し て、 乳児では約８ ０ 時間と 非常に長い。  

ｄ  カフ ェ イ ンが含ま れている 医薬品、 医薬部外品、 食品を同時に摂取する と カフ ェ イ ン

が過量と なり 、 中枢神経系や循環器系等への作用が強く 現れる おそれがある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  誤 正 正 誤 

３  正 誤 正 正 

４  正 正 誤 誤 

５  誤 誤 誤 正 
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問６ ６   

乗物酔い（ 動揺病） 及び鎮暈
う ん

薬（ 乗物酔い防止薬） と その配合成分に関する 次の記述の

正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  ３ 歳未満では、 乗物酔いが起こ る こ と はほと んど ないと さ れている 。  

ｂ  副作用が強く 現れる おそれがある ので、 鎮暈
う ん

薬と かぜ薬やアレ ルギー用薬（ 鼻炎用内

服薬を 含む。） 等と の併用は避ける 必要がある 。  

ｃ  抗めま い成分、 抗ヒ ス タ ミ ン成分、 抗コ リ ン成分及び鎮静成分には、 いずれも 眠気を

促す作用がある 。  

ｄ  アミ ノ 安息香酸エチルは、 胃粘膜への麻酔作用によ っ て嘔
おう

吐刺激を和ら げ、 乗物酔い

に伴う 吐き けを抑える こ と を 目的と し て配合さ れている 場合がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 正 正 誤 

３  正 正 誤 正 

４  正 誤 正 正 

５  誤 正 正 正 
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問６ ７   

小児の疳
かん

及び小児の疳
かん

を適応症と する 生薬製剤・ 漢方処方製剤（ 小児鎮静薬） に関する

次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  小児鎮静薬は、 鎮静作用のほか、 血液の循環を 促す作用がある と さ れる 生薬成分を中

心に配合さ れている 。  

ｂ  身体的な問題がなく 生じ る 夜泣き 、 ひき つけ、 疳
かん

の虫等の症状が、 成長に伴っ て自然

に改善する こ と はま れである 。  

ｃ  小児鎮静薬は、 症状の原因と なる 体質の改善を 主眼と し ている も のが多く 、 比較的長

期間（ １ ヶ 月位） 継続し て服用さ れる こ と がある 。  

ｄ  漢方処方製剤のう ち、 用法用量において適用年齢の下限が設けら れていないも のは、

生後１ ヶ 月から 使用でき る 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  誤 誤 正 正 

３  正 誤 正 誤 

４  正 誤 誤 誤 

５  誤 正 誤 誤 
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問６ ８   

鎮咳
がい

去痰
たん

薬及びその配合成分に関する 次の記述の正誤について、正し い組合せはど れか。 

 

ａ  コ デイ ン リ ン 酸塩水和物、 ジヒ ド ロ コ デイ ンリ ン酸塩は、 胃腸の運動を低下さ せる 作

用も 示し 、 副作用と し て便秘が現れる こ と がある 。  

ｂ  デキス ト ロ メ ト ルフ ァ ン 臭化水素酸塩水和物は、 麻薬性鎮咳
がい

成分と も 呼ばれ、 長期連

用や大量摂取によ っ て倦
けん

怠感や虚脱感、 多幸感等が現れる こ と があり 、 薬物依存につな

がる おそれがある 。  

ｃ  ト リ メ ト キノ ール塩酸塩水和物は、 交感神経系を 刺激する こ と で気管支を 拡張さ せ、

咳
せき

や喘
ぜん

息の症状を 鎮める こ と を 目的と し て用いら れる 。  

ｄ  麦門
ばく も ん

冬
どう

湯
と う

は、 体力中等度以下で、 痰
たん

が切れにく く 、 と き に強く 咳
せき

こ み、 又は咽頭の乾

燥感がある も ののから 咳
ぜき

、気管支炎、気管支喘
ぜん

息、咽頭炎、し わがれ声に適すと さ れる 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 誤 

２  正 誤 正 正 

３  誤 正 正 正 

４  誤 正 誤 誤 

５  誤 誤 誤 正 
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問６ ９   

鎮咳
がい

去痰
たん

薬に用いら れる 痰
たん

の切れを 良く する 成分（ 去痰
たん

成分）に関する 次の記述のう ち、

正し いも のの組合せはど れか。  

               

ａ  グアイ フ ェ ネシンは、 粘液成分の含量比を 調整し 痰
たん

の切れを 良く する 。  

ｂ  エチルシス テイ ン塩酸塩は、 気道粘膜から の粘液の分泌を促進さ せる 。  

ｃ  カルボシス テイ ンは、 痰
たん

の中の粘性タ ンパク 質を 溶解・ 低分子化し て粘性を 減少さ せ

る 。  

ｄ  ブロ ムヘキシン塩酸塩は、 気道粘膜から の粘液分泌促進作用・ 溶解低分子化作用・ 線

毛運動促進作用を 示す。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

 

問７ ０   

口腔
く う

咽喉薬・ う がい薬（ 含嗽
そう

薬） 及びその配合成分に関する 次の記述の正誤について、

正し い組合せはど れか。  

 

ａ  噴射式の液剤では、 軽く 息を吐き ながら 噴射する こ と が望ま し い。  

ｂ  桔梗
き き ょ う

湯
と う

は、体力に関わら ず使用でき 、喉が腫れて痛み、と き に咳
せき

がでる も のの扁
へん

桃炎、

扁
へん

桃周囲炎に適すと さ れる 。  

ｃ  デカリ ニウ ム 塩化物は、 炎症を 生じ た粘膜組織の修復を促す作用を期待し て用いら れ

る 。  

ｄ  含嗽
そう

薬の使用後すぐ に食事を摂る こ と で、 殺菌消毒効果が増強さ れる 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 誤 正 誤 

３  誤 正 正 正 

４  正 正 誤 誤 

５  誤 誤 誤 正 
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問７ １    

胃の薬及びその配合成分に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  ピ レ ンゼピ ン塩酸塩は、 消化管の運動にはほと んど 影響を与えずに胃液の分泌を抑え

る 作用を示すと さ れる 。  

ｂ  ユウ タ ンは、 ク マ科のUr sus  ar ct os  Li nné又はその他近縁動物の舌を乾燥し たも のを

基原と する 生薬で、 香り によ る 健胃作用を期待し て用いら れる 。  

ｃ   ス ク ラ ルフ ァ ート は、 炭水化物、 脂質、 タ ンパク 質、 繊維質等の分解に働く 酵素を 補

う こ と を目的と し て用いら れる 。  

ｄ  安 中 散
あんちゅ う さ ん

は、 体力中等度以下で、 腹部は力がなく て、 胃痛又は腹痛があっ て、 と き に

胸やけや、 げっぷ、 胃も たれ、 食欲不振、 吐き け、 嘔
おう

吐など を 伴う も のの神経性胃炎、

慢性胃炎、 胃腸虚弱に適する と さ れる 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｂ 、 ｄ ）  

 

 

問７ ２   

腸の薬の配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  タ ンニン酸ベルベリ ンは、 タ ンニン酸（ 収斂
れん

作用） と ベルベリ ン（ 抗菌作用） の化合

物であり 、 消化管内ではタ ンニン酸と ベルベリ ンに分かれて、 それぞれ止瀉
し ゃ

に働く こ と

を 期待し て用いら れる 。  

ｂ  沈降炭酸カルシウ ムは、 腸管内の異常発酵等によ っ て生じ た有害な物質を 吸着さ せる

こ と を 目的と し て配合さ れている 場合がある 。  

ｃ  センノ シド は、 大腸に生息する 腸内細菌によ って分解さ れ、 分解生成物が大腸を刺激

し て瀉
し ゃ

下作用をも たら すと 考えら れている 。  

ｄ  次硝酸ビ ス マス は、 細菌感染によ る 下痢の症状を 鎮める こ と を 目的と し て用いら れ

る 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 正 正 誤 

３  正 誤 誤 誤 

４  誤 誤 正 正 

５  誤 誤 誤 正 
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問７ ３   

腸の薬及びその配合成分に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  麻
ま

子
し

仁
にん

丸
がん

は、 体力中等度以上で、 下腹部痛があっ て、 便秘し がちなも のの月経不順、

月経困難、 月経痛、 便秘、 痔
じ

疾に適すと さ れる 。  

ｂ  ピ コ ス ルフ ァ ート ナト リ ウ ムは、 胃や小腸では分解さ れないが、 大腸に生息する 腸内

細菌によ っ て分解さ れて、 大腸への刺激作用を 示すよ う になる 。  

ｃ  ジュ ウ ヤク （ ド ク ダミ 科のド ク ダミ の花期の地上部を基原と する 生薬） は、 大腸刺激

によ る 瀉
し ゃ

下作用を 期待し て配合さ れている 場合がある 。  

ｄ  マルツ エキス は、 腸内容物に水分を浸透し やすく する 作用があり 、 水分不足に起因す

る 便秘に効果がある 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

 

 

問７ ４    

胃腸鎮痛鎮痙
けい

薬及びその配合成分に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れ

か。  

 

ａ  痛みが次第に強く なる 、 痛みが周期的に現れる 、 嘔
おう

吐や発熱を 伴う 等の場合は、 胃腸

鎮痛鎮痙
けい

薬を 用い、 受診勧奨はし なく てよ い。  

ｂ  胃腸鎮痛鎮痙
けい

薬に配合さ れている 成分は、 胃腸以外に対する 作用も 示すも のがほと ん

ど であり 、 複数の胃腸鎮痛鎮痙
けい

薬が併用さ れた場合、 泌尿器系や循環器系、 精神神経系

など に対する 作用（ 副作用） が現れやすく なる 。  

ｃ  オキセサゼイ ンは、 局所麻酔作用のほか、 胃液分泌を 抑える 作用も ある と さ れ、 胃腸

鎮痛鎮痙
けい

薬と 制酸薬の両方の目的で使用さ れる 。  

ｄ  パパベリ ン塩酸塩は、消化管の平滑筋に直接働いて胃腸の痙攣
けいれん

を 鎮める 作用を示すが、

抗コ リ ン成分と 異なり 、 眼圧を 上昇さ せる 作用はない。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問７ ５   

浣
かん

腸薬及びその配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  グリ セリ ンが配合さ れた浣
かん

腸薬を、 肛
こ う

門や直腸の粘膜に損傷があり 出血し ている と き

に使用する と 、 グリ セリ ンが傷口から 血管内に入っ て、 赤血球の破壊（ 溶血） を引き 起

こ すおそれがある 。  

ｂ  浣
かん

腸薬は、 繰り 返し 使用する こ と で直腸の感受性が高ま り 、 効果が強く なる 。  

ｃ  炭酸水素ナト リ ウ ムは、 浸透圧の差によ っ て腸管壁から 水分を 取り 込んで直腸粘膜を

刺激し 、 排便を促す効果を期待し て用いら れる 。  

ｄ  注入剤で半量等を使用し た場合は、 残量を 再利用せずに廃棄する 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 誤 

２  正 誤 誤 正 

３  誤 正 正 正 

４  誤 正 誤 正 

５  誤 誤 誤 正 
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問７ ６   

強心薬及びその配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  ロ ク ジョ ウ は、 シカ科のジャ コ ウ ジカの雄の麝
じ ゃ

香腺分泌物を基原と する 生薬で、 強心

作用のほか、 呼吸中枢を刺激し て呼吸機能を 高めたり 、 意識を はっ き り さ せる 等の作用

がある と さ れる 。  

ｂ  シンジュ は、 ウ グイ ス ガイ 科のアコ ヤガイ 、 シンジュ ガイ 又はク ロ チョ ウ ガイ 等の外

套
と う

膜組成中に病的に形成さ れた顆粒状物質を 基原と する 生薬で、 鎮静作用等を 期待し て

用いら れる 。  

ｃ  センソ は、 ヒ キガエル科のアジアヒ キガエル等の耳腺の分泌物を 集めたも のを基原と

する 生薬で、 有効域が比較的狭く 、 一般用医薬品では１ 日用量が５ ｍｇ 以下と なる よ う

用法・ 用量が定めら れており 、 それに従って適正に使用さ れる 必要がある 。  

ｄ  リ ュ ウ ノ ウ は、 中枢神経系の刺激作用によ る 気つけの効果を 期待し て用いら れる 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 誤 正 誤 

３  正 誤 誤 正 

４  誤 正 誤 誤 

５  誤 正 正 正 
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問７ ７   

コ レ ス テロ ール及びリ ポタ ン パク 質に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど

れか。  

 

ａ  コ レ ス テロ ールは、 胆汁酸や副腎皮質ホルモン 等の生理活性物質の産生に重要な物質

であり 、 コ レ ス テロ ールの産生及び代謝は、 主と し て腎臓で行われる 。  

ｂ   コ レ ス テロ ールは水に溶けにく い物質である ため、 血液中では血 漿
し ょ う

タ ン パク 質と 結

合し たリ ポタ ンパク 質と なっ て存在する 。  

ｃ  血液中の高密度リ ポタ ン パク 質（ Ｈ Ｄ Ｌ ） が多く 、 低密度リ ポタ ンパク 質（ Ｌ Ｄ Ｌ ）

が少ないと 、 心臓病や肥満、 動脈硬化症等の生活習慣病につながる 危険性が高く なる 。  

ｄ  血 漿
し ょ う

中のリ ポタ ンパク 質のバラ ンス の乱れは、生活習慣病を生じ る 以前の段階では自

覚症状を伴う も のでないため、 偶然又は生活習慣病を 生じ て指摘さ れる こ と が多い。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

問７ ８   

高コ レ ス テロ ール改善薬及びその配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組

合せはど れか。  

 

ａ  ポリ エン ホス フ ァ チジルコ リ ン は、 腸管における コ レ ス テロ ールの吸収を 抑える 働き

がある と さ れる 。  

ｂ  ビ タ ミ ン Ｂ ２ （ リ ボフ ラ ビ ン酪酸エス テル等） は、 コ レ ス テロ ールの生合成抑制と 排

泄
せつ

・ 異化促進作用、 中性脂肪抑制作用、 過酸化脂質分解作用を 有する と 言われている 。  

ｃ  大豆油不けん化物（ ソ イ ス テロ ール） は、 悪心（ 吐き け） 、 胃部不快感、 胸やけ、 下痢

等の消化器系の副作用が現れる こ と がある 。  

ｄ  高コ レ ス テロ ール改善薬は、 ウ エス ト 周囲径（ 腹囲） を減少さ せる など の痩
そう

身効果を

目的と し た医薬品である 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 正 

２  正 誤 正 誤 

３  誤 正 正 正 

４  誤 正 正 誤 

５  誤 誤 誤 正 
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問７ ９   

貧血用薬（ 鉄製剤） 及びその配合成分に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せは

ど れか。  

 

ａ  ビ タ ミ ン Ｂ ６ は、 消化管内で鉄が吸収さ れやすい状態に保つこ と を目的と し て用いら

れる 。  

ｂ  貧血の症状がみら れる 以前から 予防的に貧血用薬（ 鉄製剤） を 使用する こ と が適当で

ある 。  

ｃ  鉄分の吸収は空腹時のほう が高いと さ れている が、 消化器系への副作用を 軽減する た

めに、 鉄製剤は、 食後に服用する こ と が望ま し い。  

ｄ  硫酸コ バルト は、 骨髄での造血機能を 高める 目的で配合さ れている 場合がある 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

問８ ０   

循環器用薬及びその配合成分に関する 次の記述の正誤について、正し い組合せはど れか。 

 

ａ  ルチンは、 ニコ チン酸が遊離し 、 そのニコ チン 酸の働き によ っ て末梢の血液循環を改

善する 作用を 示すと さ れる 。  

ｂ  日本薬局方収載のコ ウ カを 煎じ て服用する 製品は、冷え症及び血色不良に用いら れる 。 

ｃ  ユビ デカレ ノ ンは、 心筋の酸素利用効率を 高めて収縮力を 高める こ と によ っ て、 血液

循環の改善効果を 示すと さ れる 。  

ｄ  三黄瀉
さ んおう し ゃ

心
し ん

湯
と う

は、 体力中等度以上で、 のぼせ気味で顔面紅潮し 、 精神不安、 みぞおちの

つかえ、 便秘傾向など のある も のの高血圧の随伴症状（ のぼせ、 肩こ り 、 耳なり 、 頭重、

不眠、 不安）、 鼻血、 痔
じ

出血、 便秘、 更年期障害、 血の道症に適すと さ れる 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 正 

２  正 誤 正 誤 

３  誤 正 正 正 

４  誤 正 誤 正 

５  誤 誤 誤 誤 
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問８ １  

痔
じ

及び痔
じ

疾用薬及びその配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど

れか。  

 

ａ  裂肛
こ う

は、 肛
こ う

門内部に存在する 肛
こ う

門腺窩
か

と 呼ばれる 小さ なく ぼみに糞
ふん

便の滓
かす

が溜ま って

炎症・ 化膿
のう

を 生じ た状態である 。  

ｂ  外用痔
じ

疾用薬は、 局所に適用さ れる も のである ため、 全身的な影響を 生じ る こ と はな

い。  

ｃ  酸化亜鉛は、 知覚神経に作用し て刺激の神経伝導を 可逆的に遮断する 作用を示す。  

ｄ  肛
こ う

門周囲の末梢血管の血行を改善する 作用を期待し てビ タ ミ ンＥ （ ト コ フ ェ ロ ール酢

酸エス テル） が配合さ れている 場合がある 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 誤 

２  誤 誤 誤 正 

３  誤 誤 正 誤 

４  正 誤 誤 正 

５  誤 正 正 正 

 

 

 

  

 

 

 

 

問８ ２  

婦人薬と し て使用さ れる 次の漢方処方製剤のう ち、 カンゾ ウ を 含ま ないも のはど れか。  

 

１  当帰
と う き

芍 薬 散
し ゃく やく さ ん

 

２  加
か

味
み

逍
し ょ う

遙
よ う

散
さ ん

 

３  桃 核 承
と う かく じ ょ う

気
き

湯
と う

 

４  柴胡桂枝乾姜
さ いこ け いし かんき ょ う

湯
と う

 

５  五積散
ごし ゃく さ ん
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問８ ３  

鼻炎用点鼻薬の配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  フ ェ ニレ フ リ ン塩酸塩は、 交感神経系を 刺激し て鼻粘膜を 通っ ている 血管を 収縮さ せ

る こ と によ り 、 鼻粘膜の充血や腫れを和ら げる こ と を 目的と し て配合さ れている 。  

ｂ  ク ロ ルフ ェ ニラ ミ ンマレ イ ン酸塩は、 ヒ ス タ ミ ンの働き を 抑える こ と によ り 、 く し ゃ

みや鼻汁等の症状を緩和する こ と を 目的と し て配合さ れている 。  

ｃ  セチルピ リ ジニウ ム塩化物は、 鼻粘膜の過敏性や痛みや痒
かゆ

みを 抑える こ と を 目的と し

て配合さ れている 。  

ｄ  リ ド カイ ンは、 黄色ブド ウ 球菌、 溶血性連鎖球菌又はカン ジダ等の真菌類に対する 殺

菌消毒作用を 示す。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 正 正 正 

２  正 正 誤 正 

３  誤 誤 正 誤 

４  正 正 誤 誤 

５  誤 誤 誤 正 
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問８ ４  

点眼薬に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  一般用医薬品の点眼薬は、 その主たる 配合成分から 、 人工涙液、 一般点眼薬、 アレ ル

ギー用点眼薬、 コ ンタ ク ト レ ンズ装着液に大別さ れる 。  

ｂ  コ ンタ ク ト レ ンズを し たま ま での点眼は、 ソ フ ト コ ン タ ク ト レ ンズ、 ハード コ ン タ ク

ト レ ンズに関わら ず、 添付文書に使用可能と 記載さ れてない限り 行う べき でない。  

ｃ  点眼後は、 し ばら く 眼瞼
けん

（ ま ぶた） を 閉じ て、 薬液を 結膜嚢
のう

内に行き 渡ら せる 。 その

際、 目尻を 押さ える と 、 薬液が鼻腔
く う

内へ流れ込むのを 防ぐ こ と ができ 、 効果的と さ れて

いる 。  

ｄ  一般用医薬品の点眼薬には、 緑内障の症状を改善でき る も のも あり 、 目のかすみが緑

内障によ る 症状であっ た場合には改善効果が期待でき る 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 誤 

２  正 誤 正 正 

３  誤 正 正 正 

４  誤 正 誤 誤 

５  誤 誤 誤 正 
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問８ ５  

眼科用薬の配合成分に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  コ ンド ロ イ チン硫酸ナト リ ウ ム は、 炎症を 生じ た眼粘膜の組織修復を 促す作用を 期待

し て配合さ れている 。  

ｂ  ス ルフ ァ メ ト キサゾ ールは、 ウ イ ルス や真菌の感染によ る 結膜炎やも のも ら い（ 麦粒

腫）、 眼瞼
けん

炎など の化膿
のう

性の症状の改善を 目的と し て用いら れる 。  

ｃ  ナフ ァ ゾ リ ン 塩酸塩は、 結膜を 通っ ている 血管を 収縮さ せて目の充血を除去する こ と

を 目的と し て配合さ れている 。  

ｄ  アス パラ ギン 酸カリ ウ ム は、 新陳代謝を 促し 、 目の疲れを 改善する 効果を 期待し て配

合さ れている 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

  

 

 

 

 

 

問８ ６  

外皮用薬に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  ス プレ ー剤やエアゾ ール剤は、 至近距離から 同じ 部位に５ 秒以上連続し て噴霧する こ

と が望ま し い。  

ｂ  外皮用薬は、 表皮の角質層が柔ら かく なる こ と で有効成分が浸透し やすく なる こ と か

ら 、 入浴後に用いる のが効果的と さ れる 。  

ｃ  外皮用薬は、 局所性の副作用と し て、 適用部位に発疹
し ん

・ 発赤、 痒
かゆ

み等が現れる こ と が

ある 。  

ｄ  軟膏
こ う

剤やク リ ーム剤は、 薬剤を 容器から 直接指に取り 、 患部に塗布し たあと 、 ま た指

に取っ て、 繰り 返し 塗布する こ と が望ま し い。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問８ ７  

き ず口等の殺菌消毒薬の配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど

れか。  

 

ａ  アク リ ノ ールは、真菌、結核菌、ウ イ ルス に対する 殺菌消毒作用を 示すが、連鎖球菌、

黄色ブド ウ 球菌に対し ては効果がない。  

ｂ  ポビ ド ン ヨ ード は、 ヨ ウ 素をポリ ビ ニルピ ロ リ ド ン（ Ｐ Ｖ Ｐ ） と 呼ばれる 担体に結合

さ せて水溶性と し 、 徐々にヨ ウ 素が遊離し て殺菌作用を示す。  

ｃ  オキシド ールの作用は持続的で、 組織への浸透性は高い。  

ｄ  ベンザルコ ニウ ム塩化物は、 石けんと の混合によ って殺菌消毒効果が低下する ので、

石けんで洗浄し た後に使用する 場合には、 石けんを 十分に洗い流す必要がある 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 正 

２  正 誤 正 誤 

３  誤 正 正 正 

４  誤 正 誤 正 

５  誤 誤 正 誤 

 

 

 

 

問８ ８  

外皮用薬に用いら れる ス テロ イ ド 性抗炎症成分に関する 次の記述のう ち、 正し いも のは

ど れか。  

 

１  ヒ ド ロ コ ルチゾ ンは、 水痘
と う

（ 水疱瘡
ぼう そう

）、 みずむし 、 たむし に使用する こ と ができ る 。  

２  ス テロ イ ド 性抗炎症成分を コ ルチゾ ンに換算し て１ ｇ 又は１ ｍＬ 中０ ． ０ ２ ５ ｍｇ を

超えて含有する 製品では、 特に長期連用を避ける 必要がある 。  

３  主なス テロ イ ド 性抗炎症成分と し て、デキサメ タ ゾン、プレ ド ニゾロ ン酢酸エス テル、

ケト プロ フ ェ ン等がある 。  

４  ス テロ イ ド 性抗炎症成分は、 広範囲に生じ た皮膚症状や、 慢性の湿疹
し ん

・ 皮膚炎を 対象

と する も のである 。  

５  ス テロ イ ド 性抗炎症成分は、 ス テロ イ ド 骨格を持ち、 Ｎ Ｓ Ａ Ｉ Ｄ ｓ と 呼ばれる 。  
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問８ ９  

外皮用薬の配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  フ ェ ルビ ナク は、 プロ ス タ グラ ンジンの産生を抑える 作用を 示す。  

ｂ  ユーカリ 油は、 皮膚に温感刺激を与え、 末梢血管を拡張さ せて患部の血行を 促す効果

を 期待し て配合さ れている 。  

ｃ  ク ロ タ ミ ト ンは、皮膚に軽い 灼
し ゃく

熱感を 与える こ と で痒
かゆ

みを 感じ にく く さ せる 効果を期

待し て配合さ れている 場合がある 。  

ｄ  ヘパリ ン 類似物質は、 血液凝固を抑える 働き がある ため、 出血性血液疾患（ 血友病、

血小板減少症、 紫斑症など ） の診断を受けた人では、 使用を避ける 必要がある 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 正 

２  正 誤 誤 誤 

３  正 正 誤 正 

４  誤 正 誤 誤 

５  誤 誤 正 正 
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問９ ０  

みずむし ・ たむし 用薬の配合成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど

れか。  

 

ａ  ミ コ ナゾ ール硝酸塩は、 皮膚糸状菌の細胞膜を 構成する 成分の産生を 妨げたり 、 細胞

膜の透過性を 変化さ せる こ と によ り 、 その増殖を抑える 。  

ｂ  ブテナフ ィ ン塩酸塩は、 患部を 酸性にする こ と で、 皮膚糸状菌の発育を 抑える 。  

ｃ  シク ロ ピ ロ ク ス オラ ミ ン は、 皮膚糸状菌の細胞膜に作用し て、 その増殖・ 生存に必要

な物質の輸送機能を妨げ、 その増殖を抑える 。  

ｄ  モク キン ピ （ アオイ 科のムク ゲの幹皮を 基原と する 生薬） のエキス は、 皮膚糸状菌の

増殖を 抑える 作用を期待し て用いら れる 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 誤 正 正 

３  誤 正 誤 正 

４  正 誤 誤 誤 

５  誤 正 正 誤 
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問９ １   

歯痛・ 歯槽膿
のう

漏薬の配合成分等に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れ

か。  

  

ａ  サンシシは、 アカネ科のク チナシの果実を 基原と する 生薬で、 局所麻酔作用を期待し

て用いら れる 。  

ｂ  オイ ゲノ ールは、 齲
う

蝕
し ょ く

（ むし 歯） を生じ た部分における 細菌の繁殖を 抑える こ と を目

的と し て用いら れる 。  

ｃ  ミ ルラ は、 血行を促進する こ と を 目的と し て用いら れる 。  

ｄ  カルバゾ ク ロ ムは、 炎症を 起こ し た歯周組織から の出血を 抑える 作用を期待し て歯槽

膿
のう

漏薬に配合さ れている 場合がある 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 正 

２  誤 正 正 誤 

３  正 誤 正 正 

４  正 誤 正 誤 

５  誤 正 誤 正 
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問９ ２   

禁煙補助剤及びその配合成分に関する 次の記述の正誤について、正し い組合せはど れか。 

 

ａ  ニコ チン 置換療法と は、 喫煙習慣を 継続し たま ま 禁煙補助剤を 使用し 、 その後、 徐々

に喫煙を減ら し ていく 方法である 。  

ｂ  禁煙補助剤には、 １ 日１ 回皮膚に貼付する こ と によ り ニコ チン が皮膚を透過し て血中

に移行する パッ チ製剤がある 。  

ｃ  ニコ チン は、 イ ンス リ ン の血糖降下作用に拮
き っ

抗し て、 イ ン ス リ ン 製剤の効果を 妨げる

おそれがある 。  

ｄ  咀嚼
そし ゃく

剤は、 口腔
く う

内が酸性になる と ニコ チン の吸収が低下する ため、 コ ーヒ ーや炭酸飲

料など 口腔
く う

内を 酸性にする 食品を 摂取し た後、 し ばら く は使用を 避ける こ と と さ れてい

る 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 正 正 正 

２  正 誤 正 誤 

３  正 誤 誤 正 

４  誤 正 誤 正 

５  誤 誤 正 誤 

 

 

 

問９ ３   

滋養強壮保健薬の配合成分等に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  アミ ノ エチルス ルホン酸（ タ ウ リ ン） は、 肝臓機能を改善する 働き がある と さ れる 。  

ｂ  グルク ロ ノ ラ ク ト ンは、 生体における エネルギーの産生効率を 高める と さ れ、 骨格筋

に溜ま った乳酸の分解を 促す等の働き を 期待し て用いら れる 。  

ｃ  エルゴカルシフ ェ ロ ールは、 髪や爪、 肌など に存在する アミ ノ 酸の一種で、 皮膚にお

ける メ ラ ニンの生成を 抑える と と も に、 皮膚の新陳代謝を活発にし てメ ラ ニン の排出を

促す働き がある と さ れる 。  

ｄ  イ ンヨ ウ カク は、 強壮、 血行促進、 強精（ 性機能の亢
こ う

進） 等の作用を 期待し て用いら

れる 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問９ ４   

次の表は、 ある 一般用医薬品の滋養強壮保健薬に含ま れている 成分の一覧である 。 こ の

滋養強壮保健薬に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ  ビタ ミ ンＢ １ ２ が含ま れている 。  

ｂ  ピ リ ド キシン塩酸塩は、 タ ンパク 質の代謝に関与し 、 皮膚や粘膜の健康を 維持する 。  

ｃ  服用によ り 、 尿が黄色く なる こ と がある 。  

ｄ  主に虚弱体質、 妊娠・ 授乳期の骨歯の脆
ぜい

弱予防に用いら れる 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

２ 錠中 

リ ボフラ ビンリ ン酸エス テルナト リ ウ ム   ３ ８ ｍｇ  

ピリ ド キシン塩酸塩            ５ ０ ｍｇ  

チアミ ン硝化物              ２ ０ ｍｇ  

ニコ チン酸アミ ド              ４ ０ ｍｇ  

パント テン酸カルシウ ム          ２ ０ ｍｇ  
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問９ ５   

次の漢方処方製剤の「 適用と なる 症状・ 体質」 と 「 重篤な副作用」 の記述のう ち、 正し

いも のの組合せはど れか。  

 

 漢方処方製剤 適用と なる 症状・ 体質 重篤な副作用 

ａ  大柴
だいさ い

胡
こ

湯
と う

 体力中等度以下で、疲れやすく 、汗

のかき やすい傾向があ る も のの肥

満に伴う 関節の腫れや痛み、 むく

み、 多汗症、 肥満症 

肝機能障害 

間質性肺炎 

腸間膜静脈硬化症 

ｂ  清
せい

上
じ ょ う

防
ぼう

風
ふう

湯
と う

 体力中等度以上で、赤ら 顔で、と き

にのぼせがある も ののにき び、 顔

面・ 頭部の湿疹
し ん

・ 皮膚炎、 赤鼻（ 酒

さ ）  

肝機能障害 

偽アルド ス テロ ン症 

腸間膜静脈硬化症 

ｃ  茵蔯蒿
いんちんこ う

湯
と う

 体力中等度以上で口渇があ り 、 尿

量少なく 、 便秘する も のの蕁
じ ん

麻疹
し ん

、

口内炎、湿疹
し ん

・ 皮膚炎、皮膚のかゆ

み 

肝機能障害 

ｄ  黄
おう

連
れん

解
げ

毒
どく

湯
と う

 体力中等度以下で、 顔色が悪く て

疲れやすく 、 胃腸障害のないも の

の高血圧に伴う 随伴症状（ のぼせ、

肩こ り 、 耳鳴り 、 頭重）  

肝機能障害 

間質性肺炎 

偽アルド ス テロ ン症 

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問９ ６   

生薬成分に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  アセンヤク は、 アカネ科の Uncar i a gambi r  Roxbur gh の葉及び若枝から 得た水製乾燥

エキス を基原と する 生薬で、 整腸作用を 期待し て配合さ れている 場合がある 。  

ｂ  サンザシは、バラ 科のヤマザク ラ 又はカス ミ ザク ラ の樹皮を 基原と する 生薬で、鎮痛、

抗菌等の作用を期待し て用いら れる 。  

ｃ  ソ ウ ハク ヒ は、 ク ワ 科のマグワ の根皮を 基原と する 生薬で、 尿路の殺菌消毒効果を期

待し て配合さ れている 場合がある 。  

ｄ  ヨ ク イ ニンは、 イ ネ科のハト ム ギの種皮を 除いた種子を基原と する 生薬で、 肌荒れや

いぼに用いら れる 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 誤 

２  誤 誤 誤 正 

３  正 正 誤 誤 

４  誤 正 正 誤 

５  正 誤 誤 正 
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問９ ７   

消毒薬及びその配合成分等に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  ク ロ ルヘキシジングルコ ン酸塩は、 一般細菌類、 真菌類に対し て比較的広い殺菌消毒

作用を 示す。  

ｂ  イ ソ プロ パノ ールは、 結核菌を 含む一般細菌類、 真菌類に対し て殺菌消毒作用を 示す

が、 ウ イ ルス に対する 不活性効果はない。  

ｃ  ク レ ゾール石ケン液は、 結核菌を含む一般細菌類、 真菌類に対し て比較的広い殺菌消

毒作用を示す。  

ｄ  ポリ オキシエチレ ンアルキルフ ェ ニルエーテルは、 酸性の洗剤・ 洗浄剤と 反応し て有

毒な塩素ガス が発生する ため、 混ざら ないよ う に注意する 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 誤 

２  正 正 誤 誤 

３  誤 正 正 正 

４  誤 正 誤 誤 

５  正 誤 正 正 

 

 

 

問９ ８   

消毒薬及びその配合成分等に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  手指又は皮膚の殺菌・ 消毒を目的と する 消毒薬は、 医薬品と し てのみ製造販売さ れて

いる 。  

ｂ  生息条件が整えば消毒薬の溶液中で生存、 増殖する 微生物も いる 。  

ｃ  エタ ノ ールは、 脱脂によ る 肌荒れを起こ し やすい。  

ｄ  次亜塩素酸ナト リ ウ ムやサラ シ粉は、 強い酸化力によ り 一般細菌類、 真菌類に対し て

殺菌消毒作用を示すが、 ウ イ ルス に対する 不活性効果はない。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問９ ９   

衛生害虫及び殺虫剤・ 忌避剤に関する 次の記述の正誤について、正し い組合せはど れか。  

 

ａ  ノ ミ は、 元来、 ペス ト 等の病原細菌を 媒介する 衛生害虫である 。  

ｂ  シラ ミ は、 散髪や洗髪、 入浴によ る 除去、 衣服の熱湯処理など の物理的方法では防除

でき ないため、 医薬品によ る 防除が必要である 。  

ｃ  蒸散剤は、 容器中の医薬品を煙状又は霧状にし て一度に全量放出さ せる も のである 。  

ｄ  ディ ート を含有する 忌避剤（ 医薬品及び医薬部外品） は、 生後６ ヶ 月未満の乳児につ

いて、顔面への使用を 避け、１ 日の使用限度（ １ 日１ 回） を 守って使用する 必要がある 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 誤 誤 

２  誤 正 正 誤 

３  正 誤 正 誤 

４  誤 正 誤 正 

５  正 正 誤 正 

 

 

 

問１ ０ ０   

一般用検査薬等に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

  

ａ  一般用検査薬は、 薬局においてのみ取り 扱う こ と が認めら れている 。  

ｂ  尿中のヒ ト 絨
じ ゅ う

毛性性腺刺激ホルモン（ ｈ Ｃ Ｇ ）の検出反応は、温度の影響を 受けない。  

ｃ  尿糖検査の場合、 原則と し て早朝尿（ 起床直後の尿） を検体と し 、 尿タ ンパク 検査の

場合、 食後２ ～３ 時間を 目安に採尿を行う 。  

ｄ  通常、 尿は弱アルカリ 性である が、 食事その他の影響で弱酸性～中性に傾く と 、 正確

な検査結果が得ら れなく なる こ と がある 。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 誤 

２  正 正 誤 正 

３  誤 正 誤 誤 

４  誤 誤 正 正 

５  誤 誤 誤 誤 
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医薬品の適正使用と 安全対策 

問１ ０ １  

一般用医薬品（ 人体に直接使用し ない検査薬を除く 。） の添付文書等に関する 次の記述の

正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  添付文書の内容は、 医薬品の有効性・ 安全性等に係る 新たな知見、 使用に係る 情報に

基づき 、 １ 年に１ 回定期的に改訂がなさ れている 。  

ｂ  販売名に薬効名が含ま れている よ う な場合には、 薬効名の記載は省略さ れる こ と があ

る 。  

ｃ  病気の予防・ 症状の改善につながる 事項（ いわゆる「 養生訓」） は、 一般の生活者に分

かり やすく 示すために、 必ず記載し なければなら ない。  

ｄ  令和３ 年８ 月１ 日から 、 医療用医薬品への紙の添付文書の同梱を 廃止し 、 注意事項等

情報は電子的な方法によ り 提供さ れる こ と と なっ たが、 一般用医薬品等の消費者が直接

購入する 製品は、 引き 続き 紙の添付文書が同梱さ れる 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 誤 

２  誤 正 誤 正 

３  正 誤 誤 誤 

４  誤 誤 正 正 

５  正 正 誤 正 
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問１ ０ ２  

一般用医薬品（ 人体に直接使用し ない検査薬を除く 。） の添付文書等における「 使用上の

注意」 に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  使用上の注意は、 枠囲い、 文字の色やポイ ント を 替える など 他の記載事項と 比べて目

立つよ う に記載さ れている 。  

ｂ  「 その他の注意」 の項目には、 容認さ れる 軽微な症状について、「 次の症状が現れる こ

と がある 」 と し て記載さ れている 。  

ｃ  副作用については、 ま ず一般的な副作用について関係部位別に症状が記載さ れ、 その

あと に続けて、 ま れに発生する 重篤な副作用について副作用名ごと に症状が記載さ れて

いる 。  

ｄ  漢方処方製剤では、 ある 程度の期間継続し て使用さ れる こ と によ り 効果が得ら れる と

さ れている も のが多いが、 長期連用する 場合には、 専門家に相談する 旨が記載さ れてい

る 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  誤 正 正 誤 

３  正 誤 誤 誤 

４  誤 誤 正 正 

５  正 正 誤 正 
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問１ ０ ３  

一般用医薬品（ 人体に直接使用し ない検査薬を除く 。） の添付文書等に関する 次の記述の

正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  添付文書の記載は、 専門的な表現でなさ れており 、 一般の生活者には理解し にく いも

のになっている 。  

ｂ  保管及び取扱い上の注意と し て、 錠剤、 カプセル剤、 散剤等では、 開封後は冷蔵庫内

に保管する 旨の記載がさ れている 。  

ｃ  点眼薬では、 複数の使用者間で使い回さ れる と 、 万一、 使用に際し て薬液に細菌汚染

があっ た場合に、 別の使用者に感染する おそれがある ため、 他の人と 共用し ない旨の記

載がさ れている 。  

ｄ  製造販売元の製薬企業において購入者等から の相談に応じ る ための窓口担当部門の名

称、 電話番号、 受付時間等が記載さ れている 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 誤 

２  誤 正 正 誤 

３  誤 誤 正 正 

４  誤 誤 誤 正 

５  正 正 誤 正 

 

 

 

問１ ０ ４  

次の医薬品成分のう ち、 一般用医薬品の添付文書等において、 「 次の人は使用（ 服用）

し ないこ と 」 の項目中に、 「 １ ５ 歳未満の小児」 と 記載する こ と と さ れている 成分と し

て、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  アセト アミ ノ フ ェ ン 

ｂ  チペピ ジンヒ ベンズ酸塩 

ｃ  サザピ リ ン 

ｄ  プロ メ タ ジンメ チレ ンジサリ チル酸塩 

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問１ ０ ５  

次の医薬品成分等のう ち、一般用医薬品の添付文書等において、「 次の人は使用（ 服用）

し ないこ と 」 の項目中に、 「 次の症状がある 人」 と し て「 前立腺肥大によ る 排尿困難」 と

記載する こ と と さ れている 成分等はど れか。  

 

１  マオウ  

２  カフ ェ イ ン 

３  フ ェ ニレ フ リ ン塩酸塩 

４  プソ イ ド エフ ェ ド リ ン塩酸塩 

５  ト リ メ ト キノ ール塩酸塩水和物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ ０ ６  

次の一般用医薬品のう ち、その添付文書等において、「 次の人は使用（ 服用） し ないこ と 」

の項目中に、「 授乳中の人は本剤を 服用し ないか、本剤を 服用する 場合は授乳を避ける こ と 」

と 記載する こ と と さ れている も のと し て、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  ダイ オウ が配合さ れた内服薬 

ｂ  ウ ルソ デオキシコ ール酸が配合さ れた健胃薬 

ｃ  ロ ート エキス が配合さ れた内服薬 

ｄ  カンゾウ が配合さ れたかぜ薬 

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｂ 、 ｄ ）  
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問１ ０ ７  

 次の一般用医薬品のう ち、その添付文書等において、「 し てはいけないこ と 」の項目中に、

「 服用後、 乗物又は機械類の運転操作を し ないこ と 」 と 記載する こ と と さ れている も のの

正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  ポリ エンホス フ ァ チジルコ リ ンが配合さ れた高コ レ ス テロ ール改善薬 

ｂ  オキセサゼイ ンが配合さ れた胃腸鎮痛鎮痙
けい

薬 

ｃ  ジフ ェ ンヒ ド ラ ミ ン塩酸塩が配合さ れたかぜ薬 

ｄ  ブロ モバレ リ ル尿素が配合さ れた解熱鎮痛薬 

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 誤 正 正 

２  正 誤 正 誤 

３  誤 正 正 正 

４  正 正 正 誤 

５  正 誤 誤 正 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ ０ ８  

次の医薬品成分等のう ち、 一般用医薬品の添付文書等において、「 し てはいけないこ と 」

の項目中に、「 大量に使用（ 服用） し ないこ と 」 と 記載する こ と と さ れている 成分等はど れ

か。  

 

１  イ ブプロ フ ェ ン 

２  ジプロ フ ィ リ ン 

３  ト ラ ネキサム酸 

４  センナ 

５  カフ ェ イ ン 
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問１ ０ ９  

 一般用医薬品を購入する ために店舗を訪れた３ ５ 歳男性から 、次のよ う な相談を受けた。

こ の相談者に対する 登録販売者の次の対応と し て、 適切なも のの組合せはど れか。  

 

＜相談内容＞ 

 薬指の先に切り 傷ができ てし ま い、 イ ンド メ タ シンが配合さ れた外用薬を使っ ていた。

なかなか治ら ず、 水仕事をする と き に痛みがひど い。 傷口を見る と 、 化膿
のう

し ていた。 ど う

し たら よ いか。  

 

ａ  イ ンド メ タ シンが配合さ れた外用薬の使用を 中止する よ う に勧める 。  

ｂ  殺菌消毒薬（ 液体絆
ばん

創膏
こ う

） を使用する よ う に勧める 。  

ｃ  プレ ド ニゾ ロ ン酢酸エス テルが配合さ れた外用薬を 使用する よ う に勧める 。  

ｄ  医療機関（ 外科又は皮膚科） を 受診する よ う に勧める 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ａ 、 ｃ 、 ｄ ）  ５ （ ｂ 、 ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

問１ １ ０  

次の表は、 ある 一般用医薬品の解熱鎮痛薬に含ま れている 成分の一覧である 。 こ の解熱

鎮痛薬の添付文書等において、「 使用上の注意」 の項目中に記載する こ と と さ れている 事項

と し て、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

 

 

 

 

 

ａ  １ ５ 歳未満の小児は使用し ないこ と 。  

ｂ  服用前後は飲酒し ないこ と 。  

ｃ  てんかんの診断を受けた人は、 服用前に専門家に相談する こ と 。  

ｄ  緑内障の診断を 受けた人は、 服用前に専門家に相談する こ と 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

２ 錠中 

 イ ブプロ フ ェ ン          １ ５ ０ ｍｇ  

 アリ ルイ ソ プロ ピ ルアセチル尿素   ６ ０ ｍｇ  

 無水カフ ェ イ ン           ８ ０ ｍｇ  

 



- 34 - 
 

問１ １ １  

次の医薬品成分と 、一般用医薬品の添付文書等において、「 相談する こ と 」 の項目中に、

「 次の症状がある 人」 と し て記載する こ と と さ れている 症状の組合せの正誤について、 正

し い組合せはど れか。  

 

医薬品成分              症状 

ａ  ビサコ ジル ―――――――――――― けいれん 

ｂ  ロ ート エキス  ――――――――――― 排尿困難 

ｃ  ジフ ェ ニド ール塩酸塩 ――――――― むく み 

ｄ  ロ ペラ ミ ド 塩酸塩 ――――――――― 急性のはげし い下痢又は腹痛・ 腹部膨満感・

                      吐き け等の症状を 伴う 下痢 

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 正 

２  誤 正 誤 正 

３  正 誤 誤 誤 

４  正 誤 正 誤 

５  誤 誤 正 正 
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問１ １ ２  

次の基礎疾患等のう ち、 グリ セリ ンが配合さ れた浣
かん

腸薬の添付文書等において、「 相談す

る こ と 」 の項目中に「 次の診断を受けた人」 と し て記載する こ と と さ れている も のの正誤

について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  貧血 

ｂ  心臓病 

ｃ  腎臓病 

ｄ  糖尿病 

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 誤 正 誤 

３  誤 正 正 正 

４  誤 正 誤 誤 

５  誤 誤 誤 正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ １ ３  

 次の一般用医薬品の漢方処方製剤のう ち、 その添付文書等において、 「 相談する こ と 」

の項目中の「 次の医薬品を使用（ 服用） し ている 人」 に「 イ ン タ ーフ ェ ロ ン製剤で治療を

受けている 人」 と 記載する こ と と さ れている も のはど れか。  

 

１  小
し ょ う

青
せい

竜
り ゅ う

湯
と う

 

２  防
ぼう

風
ふう

通
つう

聖
し ょ う

散
さ ん

 

３  八
はち

味
み

地
じ

黄
おう

丸
がん

 

４  芍
し ゃく

薬
やく

甘
かん

草
ぞう

湯
と う

 

５  小
し ょ う

柴
さ い

胡
こ

湯
と う
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問１ １ ４  

 一般用医薬品の製品表示の記載に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れ

か。  

 

ａ  １ 回服用量中０ ． １ ｍＬ を 超える アルコ ールを 含有する 内服液剤（ 滋養強壮を目的と

する も の） については、 アルコ ールを含有する 旨及びその分量が記載さ れている 。  

ｂ  「 保管及び取扱い上の注意」 の項のう ち、 医薬品の保管に関する 事項については、 購

入者が製品を 開封し て添付文書に目を通すこ と が重要である ため、 その容器や包装には

記載さ れていない。  

ｃ  適切な保存条件の下で製造後２ 年を 超えて性状及び品質が安定である こ と が確認さ れ

ている 医薬品には、 使用期限の法的な表示義務はない。  

ｄ  エアゾール製品には、 医薬品医療機器等法の規定によ る 法定表示事項のほか、 高圧ガ

ス 保安法に基づく 「 高温に注意」 等の注意事項が表示さ れている 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 誤 誤 正 

３  正 誤 正 誤 

４  誤 正 正 正 

５  誤 正 誤 誤 
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問１ １ ５  

 医薬品等の緊急安全性情報に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  厚生労働省から の命令、 指示、 製造販売業者の自主決定等に基づいて作成さ れる 。  

ｂ  独立行政法人医薬品医療機器総合機構によ る 医薬品医療機器情報配信サービ ス によ る

配信、 製造販売業者から 医療機関や薬局等への直接配布、 ダイ レ ク ト メ ール、 フ ァ ッ ク

ス 、 電子メ ール等によ る 情報提供（ １ ヶ 月以内） 等によ り 情報伝達さ れる も のである 。  

ｃ  ブルーレ タ ーと も 呼ばれる 。  

ｄ  医療用医薬品や医家向け医療機器についての情報伝達であり 、 一般用医薬品に関する

緊急安全性情報が発出さ れたこ と はない。  

 

ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 正 誤 正 

２  正 誤 正 正 

３  誤 誤 誤 正 

４  誤 正 正 誤 

５  正 正 誤 誤 
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問１ １ ６  

医薬品の副作用情報等の収集、 評価及び措置に関する 次の記述の正誤について、 正し い

組合せはど れか。  

 

ａ  医薬品・ 医療機器等安全性情報報告制度は、 都道府県が全ての医薬関係者から 副作用

報告を 受ける 「 医薬品副作用モニタ ー制度」 と し てス タ ート し た。  

ｂ  既存の医薬品と 明ら かに異なる 有効成分が配合さ れた医薬品については、 ５ 年を 超え

ない範囲で厚生労働大臣が承認時に定める 一定期間、 再審査制度が適用さ れる 。  

ｃ  製造販売業者には、 医療用医薬品で使用さ れていた有効成分を 要指導医薬品で初めて

配合し たも のについては、 承認後一律で５ 年間、 安全性に関する 調査及び調査結果の厚

生労働省への報告が求めら れている 。  

ｄ  収集さ れた副作用等の情報は、 その医薬品の製造販売業者等において評価・ 検討さ れ、

必要な安全対策が図ら れる 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 正 誤 誤 

３  誤 誤 誤 正 

４  誤 誤 正 誤 

５  正 誤 正 誤 
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問１ １ ７  

医薬品医療機器等法第６ ８ 条の１ ０ 第１ 項の規定に基づき 、 医薬品の製造販売業者が、

その製造販売し た医薬品について行う 副作用等の報告において、 １ ５ 日以内に厚生労働大

臣に報告する こ と と さ れている 事項に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど

れか。  

 

ａ  医薬品によ る も のと 疑われる 副作用症例のう ち、使用上の注意から 予測でき る も ので、

死亡に至っ た国内事例 

ｂ  医薬品によ る も のと 疑われる 副作用症例のう ち、 使用上の注意から 予測でき ないも の

で、 非重篤な国内事例 

ｃ  医薬品によ る も のと 疑われる 副作用症例のう ち、 発生傾向の変化が保健衛生上の危害

の発生又は拡大のおそれを示すも ので、 重篤（ 死亡含む） な国内事例 

ｄ  医薬品によ る も のと 疑われる 感染症症例のう ち、 使用上の注意から 予測でき ないも の

で、 非重篤な国内事例 

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 正 

２  正 正 正 誤 

３  正 正 誤 正 

４  誤 正 誤 誤 

５  誤 誤 正 誤 
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問１ １ ８  

医薬品医療機器等法第６ ８ 条の１ ０ 第２ 項の規定に基づき 、 医薬関係者に義務付けら れ

ている 医薬品の副作用等の報告に関する 次の記述の正誤について、正し い組合せはど れか。 

 

ａ  医薬品と の因果関係が必ずし も 明確でない場合であっても 、 報告の対象と なり 得る 。  

ｂ  安全対策上必要がある と 認める と き は、 医薬品の過量使用や誤用等によ る も のと 思わ

れる 健康被害についても 、 報告がなさ れる 必要がある 。  

ｃ  保健衛生上の危害の発生又は拡大防止の観点から 、 報告の必要性を認めた日から 起算

し て、 １ ５ 日以内に報告し なければなら ない。  

ｄ  ウ ェ ブサイ ト に直接入力する こ と によ る 電子的な報告が可能である 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 誤 正 誤 

２  正 正 誤 誤 

３  誤 正 正 正 

４  正 誤 正 正 

５  正 正 誤 正 

 

 

問１ １ ９  

医薬品副作用被害救済制度に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  医療機関での治療を 要さ ずに寛解し たよ う な軽度のも のについても 救済給付の対象と

なる 。  

ｂ  一般用医薬品のう ち殺虫剤・ 殺鼠
そ

剤、殺菌消毒剤（ 人体に直接使用する も のを除く 。）、

一般用検査薬、 一部の日本薬局方収載医薬品（ 精製水、 ワ セリ ン等） は、 救済制度の対

象と なら ない。  

ｃ  個人輸入によ り 入手さ れた医薬品によ る 重篤な健康被害は、 救済制度の対象と なる 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  

１  正 誤 正 

２  正 誤 誤 

３  誤 正 正 

４  誤 正 誤 

５  誤 誤 正 
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問１ ２ ０   

医薬品Ｐ Ｌ センタ ーに関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  医薬品副作用被害救済制度の対象と なら ないケース のう ち、 製品不良など 、 製薬企業

に損害賠償責任がある 場合には、「 医薬品Ｐ Ｌ センタ ー」 への相談が推奨さ れる 。  

ｂ  医薬品、 医薬部外品及び医療機器に関する 苦情の相談を 受け付けている 。  

ｃ  消費者の代理人と し て、 裁判を 迅速に終了さ せる こ と を 目的と し ている 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  

１  正 正 正 

２  正 正 誤 

３  正 誤 誤 

４  誤 正 誤 

５  誤 誤 正 

 


